
■「やまが元気」を例にした検討の結果（まとめ） 

 
 Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ 

1．目標 ・四季折々の山が美しい 
・“やま”が“人”に元気をくれる 
・里山文化が守られている 

・美しい山 
・人が入られる山 
・里山文化が守られる 

・市民が関わり、四季折々の“やま”を美

しくしよう 
・山の産業が育つといいね 
・人に元気をくれる山にしよう 

2．指標 ・ゴミの量 
・行事の数 
・ボランティア参加数 

・ゴミ回収量 
・保水量 
・樹木の種類（照葉）、量（面積） 

・市民の入山回数の増加 
・ボランティアの人数の増加 
・伐採面積、伐採面積の割合 
・資源活用率 

3．現状と課題 ・ゴミ捨て場になっている 
・山が荒れている（手入れされていない） 

・人が入れない（危険） 
・地主（山主）は保全ができない 
・山林業で生計ができない 
・親が活かせたくない 
・ゴミが捨てられている（産廃、観光客） 
・里山文化がなくなる 

・山の所有権をどう守るか 
・手入れする人の減少→荒れている 
・ゴミ、廃棄物が増えている→清掃活動が

追いつかない 
・桜、もみじなどが手入れされず枯れたり、

腐ったりしている 
・人が訪れて楽しむことができない 

［市民の取組] 
・山の手入れ、清掃活動 
・安全パトロール 

［市民の取組] 

・清掃活動（ボランティア） 
・コース案内（ボランティア） 

［市民の取組] 

・清掃活動、パトロール 
・マナーを守る（ゴミを捨てない） 

［市民・行政協働による取組］ 

・山麓保全の仕組み 
・産業振興 

［市民・行政協働による取組］ 

 
 

［市民・行政協働による取組］ 

・山びと（プロ）の育成 
・保全の制度整備 

4．取組 

［行政による取組］ 

・環境規制 
・保全の制度整備 
 

［行政による取組］ 

・山林火災の予防、防火（消防） 
 
 

［行政による取組］ 

・所有者とボランティアとの仲立ち 
・市民活動の支援 
・環境規制 

 


